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「ロックはゴミよりも上」という意味で、昔サブカル音楽雑誌で見つけた言葉です。

ロックって今やカテゴリーが広すぎてジャンルとして成立してないけど、あのほとばし

る熱いパトスは、必要悪の前頭筆頭として、青年の魂に君臨し続けるのでしょうね。

 
（ナイス害）

 
 

ゆかごはん
 

これは僕がtwitterでフォローしている方のとある日のつぶやきで、この言葉と一緒にコ
ンビニのおにぎりとかサラダが床に置いてある画像があがっていました。本来床にごは

んを広げて食べるという行為は汚いことかもしれませんが、「ゆかごはん」と言われる

と僕は「ゆかごはんは良いな」と思ってしまいます。「ゆかごはん」は床にご飯を広げ

て食べることを意味して多分それ以上の意味はないんですが、その日一日中僕は「ゆか

ごはん」の事を考えて仕事をし、食堂でお昼を食べ、また仕事をし、電車に乗って家へ

ついてパソコンを開いてその時に再び「ゆかごはんは良いな」と思ってしばらく光る画

面を見つめていました。後にも先にもtwitter上でこんなに魅了された言葉はありません
でした。

 

（恋をしている）



「良かったな。新宿で死んだ男として名が残
るぞ」
 
 
仲間数人と新宿は歌舞伎町に飲みに行き深酒をした末、ひとりが泥酔して倒れたときに
他の友人が介抱をしつつ言い放った台詞です。
 
実際は酔っぱらいがひとり新宿で死んだとしても、名が残るもなにもないわけですが、
そこには「俺はお前とこの夜を忘れないぜ相棒」的なかっちょ良さがあるわけですね。
吐瀉物にまみれながらも。
もちろんこれを第三者から見たら「なに馬鹿やってんだ」という話なんですが、複数人
で気持ちが高揚しているときは、アルコールの有無にかかわらず、こういうちょっと「
冗談で作った」ような台詞がぐっときたりするものです。
詩性を持たない文章に比べて、意識無意識にかかわらず、パッケージとして見ることが
できるというのが詩性のある文章だと個人的には思ってるんですが、これは完成度が
高く、なんなら値段をつけて売りたいと思ったりします。１００円ぐらいで。
 
このような泥酔時の名言には、他に「この階段を落ちたら、最高の思い出にならない
かな」などがあります。
 
（スコヲプ）



「あたらしいないかくそうりだいじんは　だぁ
〜れだ」　「え〜っ　たけした、たけしたけ
いこ」
 
 
バカ兄弟の受験
 
ドリフです。
知ってる人は知ってる、いかりやさんと仲本さんが、ばかな兄弟をやるコントの冒頭。
弟（仲本さん）がひとりで家にいると、ドアをノックする音がして。　「おれは兄だ」
と言い張る相手（いかりやさん）に確信を持てない弟がつかった合言葉とそれへの返答
なんですが、ばかですね。ほんとは竹下登かな。景子は女優さんですね、古っ。
ないかくそうりだいじんのなまえって、ばかな兄弟にしてはちょっとがんばったのに。
そのがんばりが最後までいきとどいてなくて、たけしたけいこになっちゃってたり、し
かもそれが正解になっちゃってたり。このふたり、なかなかです。
おぼえまちがえしちゃってるんだけど、でも、ふたりのあいだでは「これ」が信頼の証
になっているのがいいですね。このやりとりで、ほんとにあんちゃんかな〜、ってう
たがってる弟が確信を持つんです。やっぱりあんちゃんだ！ってドア開ける弟のうれし
そうな顔ったら！！！
こういうのってふつうなら絶対ボツにするフレーズだと思います。こんなのが合言葉だ

なんてふざけてます。とってもばか！すごくばか！でもかれらはたぶん、迷いなくこれ

を生活に取り入れていそうです。これを選んだんです、ふたりの合言葉として、これを

。そのことが、この一見するとくだらない掛け合いを、その役割以上の、とてもきらき

らしたなにかに押し上げてる気がします。こういうの、なんか詩っぽくないか、ってお

もいます

 

（はだし）



そばにいてくれるだけでいい。今夜麻婆豆腐を
縦に積む。
 
（ネタボケライフ第1692回 お題『ボスが言った耳を疑う命令』 カシスさんの作品）
http://bokelife.revinx.net/result.cgi?stage=1692#2888
 
大喜利のネタは実は詩性を帯びがちです。
お題からの距離をじりじりと測りながら出来上がった言葉は、
たまに大喜利の枠から逃れようとしてるように見えることがあって、
そういうネタは色んなものを打ち壊す存在感をもってそこにあるように見える。
「この文章はあなたを笑わせようとしているのだ」なんていう表情をまるでせず、読み
手に殴りかかってくる。
そんなイメージのネタに、たまになんだけど滅多にってほどでもなく出会います。紹介
させていただいたのはそのひとつで、今回ぱっと思い当たったものでした。
ネタの前半だけでも大喜利としては成立するし、後半だけで「縦に積め」ってしても成
立するんですよね。
ただどっちの場合も詩性は無いように見える。
完成形になると、文章が大喜利のネタであることを拒否してるみたいに
当たり前のことだろうって顔して迫ってきてて、その確信が詩的なんじゃないかなーと
思います。
そういう強固さがあるネタって、往々にして「この文章は詩である」と自覚している文
章を陵駕した詩性を持ってたりして、更に大抵ネタとしても相当面白いので、作るもの
は大喜利にせよ詩にせよそこを越えて行きたいなぁと考えたりします。
（迂回）






